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「協定締結」
ライオンズクラブ国際協会（秋田県）と
災害発生時の協力に関する協定を締結しました。
(詳しくはP5へ)

災害発生時の支援体制の強化に向けて
福祉サービス第三者評価　令和元年度受審報告
県社協からのお知らせ
　・　募集中！「ねんりんピック岐阜2020」参加者「秋田LL大学園」受講生
　・　秋田県高齢者総合相談・生活支援センターからのお知らせ

“職場紹介リレー” 社会福祉法人愛染会（秋田市）
皆様の善意
シリーズ“社協のいま” 羽後町社会福祉協議会

令和２年度　事業計画及び予算

P5

P6

P2

P8

P10

P12

「ともにつながり支え合う　ぬくもりと笑顔あふれる
　　　　　　　　　　幸せのまちづくり」の実現に向けて



　

平
成
30
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
現
在
の
秋
田
県
地
域
福
祉
活
動
計
画
も
３

年
目
に
入
り
ま
す
。
計
画
の
基
本
理
念
で
あ
る「
と
も
に
つ
な
が
り　

支
え
合
う

ぬ
く
も
り
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る　

幸
せ
の
ま
ち
づ
く
り
」を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

行
政
や
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
、
社
会
福
祉
施
設
を
経
営
す
る
社
会
福
祉
法

人
を
は
じ
め
と
す
る
福
祉
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

住
民
の
地
域
福
祉
活
動
へ
の
参
加
を
促
進
し
な
が
ら
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に

対
応
す
る
こ
と
が
一
層
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
国
・
県
の
動
向
等
を
踏
ま
え
、
こ
の
地
域
福
祉
活
動
計
画
に
基

づ
き
、
本
会
の
役
割
・
使
命
の
発
揮
に
努
め
、
県
内
の
地
域
福
祉
の
推
進
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

令和２年度
事業計画及び予算

「
と
も
に
つ
な
が
り 

支
え
合
う 

  
ぬ
く
も
り
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る
幸
せ
の

  
ま
ち
づ
く
り
」の
実
現
に
向
け
て

　

本
県
に
お
い
て
は
少
子
高
齢
化
が

著
し
く
進
ん
で
い
る
ほ
か
、
血
縁
、
地

縁
等
の
共
同
体
の
機
能
の
脆
弱
化
に
伴

い
、
地
域
に
お
い
て
は
、
社
会
的
孤
立

や
８
０
５
０
問
題
、
貧
困
や
格
差
、
児

童
虐
待
な
ど
様
々
な
課
題
が
現
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
見
守
り
の
役
割
を

担
っ
て
き
た
民
生
児
童
委
員
や
自
治
会

社
会
福
祉
を
取
り
巻
く
情
勢

役
員
等
の
担
い
手
の
確
保
に
苦
慮
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
外
国
人
の
増
加
や
性
的
思
考
・

性
自
認
の
多
様
化
な
ど
社
会
の
構
成
員

や
そ
の
価
値
観
の
多
様
性
が
増
し
て
お

り
、
地
域
や
社
会
が
こ
の
よ
う
な
多
様

性
を
受
け
止
め
る
力
を
高
め
る
こ
と
が

一
層
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
国
で
は「
地
域
共
生

社
会
」の
実
現
に
向
け
た
取
組
み
を
進

め
て
お
り
、
地
域
住
民
が
地
域
福
祉
活

動
に
参
加
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
や
住

民
に
身
近
な
圏
域
に
お
け
る
総
合
的
な

相
談
支
援
体
制
づ
く
り
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
会
で
も
、
平
成
30
年
度
及
び
令
和

元
年
度
に
は
、
地
域
住
民
が
主
体
的
に

地
域
福
祉
活
動
を
展
開
す
る
意
識
の
醸

成
や
こ
う
し
た
活
動
に
新
た
に
参
画
す

る
人
材
の
発
掘
・
養
成
を
目
的
と
し
て
、

地
域
福
祉
活
動
基
盤
整
備
事
業
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
度
に
は
、
こ
の
事

業
の
一
環
と
し
て
、
地
域
福
祉
の
担
い

手
育
成
や
住
民
参
加
促
進
の
方
策
を
ま

と
め
た「
地
域
福
祉
活
動
参
加
促
進
の

手
引
き
」を
作
成
し
ま
し
た
。
今
後
も
こ

の
手
引
き
を
活
用
し
な
が
ら
、
地
域
福

祉
活
動
へ
の
住
民
参
加
の
も
と
、
地
域

に
お
け
る
支
え
合
い
・
助
け
合
い
の
仕

組
み
づ
く
り
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
度
か
ら
公
益
財
団

法
人
秋
田
県
長
寿
社
会
振
興
財
団
が

行
っ
て
い
た
高
齢
者
対
策
に
関
す
る
事

業
を
譲
り
受
け
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
の
推
進
、
高
齢
者
の
自
立

支
援
・
介
護
予
防
及
び
社
会
参
加
促
進

の
取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
令
和
２

年
度
も
引
き
続
き
こ
う
し
た
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
に
加
え
、
高
齢
者
の
地
域

に
お
け
る
活
躍
の
場
づ
く
り
と
健
康
寿

命
の
延
伸
な
ど
を
目
的
と
し
た
新
た
な

事
業
を
展
開
し
、
高
齢
者
福
祉
の
一
層

の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

近
年
は
毎
年
の
よ
う
に
大
き
な
自
然

災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
台

風
19
号
に
よ
り
東
日
本
各
地
に
甚
大
な

被
害
が
も
た
ら
さ
れ
、
県
内
市
町
村
社

会
福
祉
協
議
会
と
本
会
か
ら
延
べ
57
名

の
職
員
を
被
災
地
に
派
遣
し
、
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
業
務
等

を
支
援
し
ま
し
た
。
本
会
で
は
今
後
も
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
担
う

人
材
や
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
員
の
養

成
等
、
災
害
支
援
の
体
制
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
会
の
活
動
方
針
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令和２年度  事業計画 －重点事業と具体的な取組み－

地域共生の仕組みづくり－地域福祉トータルケアの推進－

福祉サービスの基盤づくり
－働きやすくやりがいの感じられる職場づくりの推進－

○成年後見制度利用促進事業の実施（拡充）
　�　市町村の権利擁護体制の構築に向け、県や関係機関・団体と連携し、市町村職員の資質
向上や司法等の関係機関との連携ネットワーク構築など、市町村の体制整備を総合的に支
援する「成年後見制度利用促進事業」に取り組みます。

○社会福祉法人・施設と社協の連携による地域公益活動推進モデル事業の実施
　�　社会福祉法人の「地域における公益的な取組」を進めるため、社会福祉法人・施設と社会
福祉協議会が互いの特徴を活かし、制度の狭間の問題に対応した新たなサービスの開発に
つなげるためのモデル事業を実施するとともに、県社会福祉法人経営者協議会と連携し各
地域の事業を促進します。

○種別協議会・団体との連携・協働による地域福祉推進委員会の機能強化
　�　県民の多様な生活福祉課題や社会福祉法人・施設の運営上の課題の解決に向けて、地域福
祉推進委員会における関係機関や団体との連携・協働によるネットワークを強化するととも
に、本県を取り巻く様々な福祉課題の調査・研究活動を通じて積極的に提言活動を行います。

○福祉人材の確保とマッチングの促進
　�　「無料職業紹介機能」の一層の強化と継続的な求人・求職開拓、福祉・介護の仕事への新規
就労を希望する求職者の開拓に取り組みます。
○アクティブシニア等介護職参入促進事業の実施
　�　就労意欲の高い元気な中高年齢者等の世代を福祉・介護の職場における就労へと繋げるた
め、介護職場で必要な知識・技術を習得するための「介護の入門教室」や職場体験等の事業を
引き続き実施し、多様な人材の介護職参入を促進します。
○中学生の福祉の仕事セミナー等の実施
　�　福祉・介護の仕事に対する若年層の理解を深めるため、事業所の若手職員などの協力を得
て福祉の仕事の魅力を分かりやすく伝える中学生向けのセミナーを開催するほか、福祉系大
学教員等による個別面談や事業所見学を行う「高校生福祉の進路ガイダンス」、中学生・高校
生等を対象にした「介護の職場体験事業」を実施します。
○介護福祉士修学資金等貸付事業・保育士修学資金貸付事業の実施
　�　介護福祉士修学資金貸付事業や実務者研修施設に入学した介護福祉士資格取得希望者への
介護福祉士実務者研修受講資金貸付事業等、保育士修学資金貸付事業を継続し、県内におけ
る福祉・介護・保育分野の人材確保に努めます。
○福祉保健従事者研修の充実
　�　県から受託している福祉保健研修の充実を図るほか、自主企画研修として地域や事業所の
ニーズに基づき介護実技講座、認知症介護に関する研修などを実施し、社会福祉事業従事者
の専門性の向上と質の高い福祉サービスを提供する人材育成に努めます。
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組織経営基盤の強化

○会員制度の周知と会員拡大、会員サービスの充実
　�　市町村社協や社会福祉施設をはじめとする関係機関・団体等と連携しながら全県の地域福
祉を総合的に推進するため、積極的に会員の拡大を図るとともに、本会ホームページ、メー
ルマガジンを通じた情報提供、研修受講料の割引きなどによる会員サービスの充実に努めま
す。
○多様な自主財源確保の拡充と経費節減
　�　自主企画事業の実施や図書の斡旋、施設の火災・自動車共済、自動車リースなどの利用促
進を図り、多様な自主財源の確保を目指すほか、経費の節減に努めることにより、財政基盤
の強化を図ります。
○秋田県社会福祉会館利用者の拡大
　�　指定管理者として社会福祉会館の管理を確実に行い安全で利用しやすい会館運営に努める
とともに、会館利用者の拡大を図るほか、会館PRフェスティバルや太極拳教室等の開催を通
じてより一層県民に親しまれる会館運営を目指します。

事業計画・収支予算の詳細は、本会ホームページ（組織概要）をご覧ください。

【一般会計】

【生活福祉資金会計】 （単位：千円）

※予算額は、資金収支予算書における事業活動・施設整備等・その他の活動による各支出の合計額を表示しています。

（単位：千円）

令和２年度 一般会計・生活福祉資金会計予算額

事業・拠点区分名 令和２年度予算額※ 令和元年度当初予算額 比較増減
社会福祉事業 490,791 440,182 50,609
1 法人運営事業 145,759 90,099 55,660
2 地域福祉トータルケア推進事業 164,947 149,958 14,989
3 高齢者の生きがい・健康づくり推進事業 21,791 21,861 △ 70
4 高齢者相談支援事業 22,781 23,285 △ 504
5 介護実習事業 40,173 44,268 △ 4,095
6 介護サービス情報公表事業 23,805 23,668 137
7 福祉保健人材センタ－事業 50,338 66,986 △ 16,648
8 福祉施設経営推進事業 15,764 14,656 1,108
9 寄附・募金活動事業 5,433 5,401 32
公益事業 216,803 253,098 △ 36,295
1 秋田県福祉保健研修センター事業 25,036 24,594 442
2 修学資金等貸付事業 191,767 228,504 △ 36,737
収益事業 90,894 89,848 1,046
1 秋田県社会福祉会館管理運営事業 77,085 75,761 1,324
2 厚生事業 13,809 14,087 △ 278

合　計 798,488 783,128 15,360

会計区分名 令和２年度予算額※ 令和元年度当初予算額 比較増減
1 生活福祉資金会計 114,182 133,721 △ 19,539
2 生活福祉資金貸付事務費会計 60,053 55,617 4,436
3 要保護世帯向け不動産担保型生活資金会計 6,501 9,001 △ 2,500
4 臨時特例つなぎ資金会計 701 698 3
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こ
の
度
、
世
界
最
大
の
奉
仕
団
体
と

し
て
全
国
に
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

有
し
、
災
害
支
援
活
動
に
も
多
く
の
実

績
が
あ
る
「
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
」
の

秋
田
県
組
織
で
あ
る
「
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
国
際
協
会
３
３
２
―
Ｆ
地
区
」（
以

下
「
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
」
と
い
う
。）

と
「
災
害
時
に
お
け
る
協
力
に
関
す
る

協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
の
協
定
に
よ
り
、
県
内
で
災
害
が

発
生
し
た
際
に
は
、
被
災
地
及
び
被
災

者
へ
の
支
援
物
資
の
調
達
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
バ
ス
（
被
災
地
へ
の
資
機
材
輸

送
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者
の
移
動
手

段
）
の
手
配
に
つ
い
て
、
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
の
協
力
が
得
ら
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

近
年
、
全
国
各
地
で
大
規
模
な
自
然

災
害
が
発
生
し
て
い
る
中
で
、
発
災
時

に
迅
速
か
つ
効
果
的
な
支
援
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
体
制
の
整
備
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
社
協
だ
け
で
対
応
す
る

に
は
限
界
が
あ
り
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

災
害
発
生
時
の
支
援
体
制
の
強
化
に
向
け
て

～
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会（
秋
田
県
）と
の
協
定
締
結
～

ブ
の
組
織
力
や
機
動
力
へ
の
期
待
は
大

き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

本
会
で
は
、
今
後
、
平
時
か
ら
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
皆
様
と
災
害
支
援
に

関
し
様
々
な
面
で
情
報
共
有
を
図
り
な

が
ら
、
発
災
時
の
速
や
か
な
支
援
体
制

の
構
築
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

協定締結式（令和 2 年 4 月 15 日）
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福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価

受 

審 

報 

告

令
和
元
年
度

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
と
は
、
社
会
福
祉
法
人
等
の
提
供
す
る
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
、
公
正
・
中
立
な
第
三
者
評
価
機
関
が
専
門
的
か
つ

客
観
的
な
立
場
か
ら
評
価
す
る
仕
組
み
で
す
。

　

昨
年
度
、
本
会
で
は
、
６
施
設
・
事
業
所
の
評
価
を
実
施
し
ま
し
た
。

各
施
設
の
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
と
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
メ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

母子生活支援施設

秋田婦人ホーム（秋田市）

✓

評価の高い点
　　�　長い歴史の中で育まれた利用者の権利擁護に

配慮した自立支援の実践がされている。
　　�　子どもが自分自身のことを自ら考え決めるこ

とができるよう支援がされている。

改善が求められる点
　　�　自己評価の方法について、施設内での実施方

法を検討してもらいたい。

施設からのコメント
　�　自己評価検討会議を設置して課題を整理し、そ

れに基づいて取組みを行ってきた結果、ワークラ
イフバランスへの配慮や地域との連携等について
などの 17 項目で前回より改善した。

　�　施設を取り巻く環境が変化しているため、ニー
ズに合った施設となるよう努めたい。

障害者支援施設

更望園（小坂町）

✓

評価の高い点
　　�　各利用者の生活リズムや支援のポイントを独

自の様式にまとめ、全職員が全利用者分を所持
することにより支援の標準化が図られている。

　　�　すべての職員が自らの支援を振り返ることが
できる仕組みがあり、活用されている。

改善が求められる点
　　�　利用者の重度化・高齢化が進む中でも、事

業計画をわかりやすく周知する方法について
検討を望む。

施設からのコメント
　�　受審により、見落としていたことや事業を進

めるうえでのヒントを得ることができた。
　�　今後の高齢化を踏まえ、支援員の介護技術のス

キルアップを図り、関係機関との連携を深めなが
ら、より安心な生活を送れるよう支援したい。

母子生活支援施設

白百合ホーム（大館市）

評価の高い点
　　�　地域との連携交流がとてもよく、地域に根

ざしている。
　　�　家事の支援をしながらコミュニケーション

をとり、精神面・身体面で不安定な母親の相
談に随時応じている。

改善が求められる点
　　�　権利擁護について、マニュアルの整備や研

修の実施などの一層の取組みが望まれる。

施設からのコメント
　�　利用者の多様なニーズに応えるべく、支援の

専門性の向上や権利擁護の取組みなど、課題が
明らかになった。

　�　評価結果を踏まえ、利用者や関係機関から求
められる施設づくりを進めていきたい。

✓

✓ ✓

✓
✓

✓

✓ ✓

✓

社会福祉あきた  No.355
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母子生活支援施設

横手市サンハイム（横手市）

✓

評価の高い点
　　�　利用者が主体的に自らの課題の解決に取り組め

るような計画立案や支援が行われている。
　　�　人材育成のための評価制度を実施するとと

もに、個別の研修計画も作成し、職員一人ひ
とりに合わせたスキルアップを目指している。

改善が求められる点
　　�　施設の運営に関し中長期的な視点からの計

画を作成するなどの取組みを検討してほしい。

施設からのコメント
　�　入居者の減少とそれに伴う職員の減が続いて

いるが、支援の質を落とさないよう努力してい
る中で、共感やアドバイスを得られ、有意義な
受審となった。よいところは大切にし、指摘さ
れた部分は計画的に改善していきたい。

障害者支援施設

あすなろ（小坂町）

評価の高い点
　　�　利用者の声や職員の気づき等、些細なこと

でも職員全体で情報を共有できる仕組みがあ
り、その内容がマニュアルや支援計画に活か
されている。

　　�　エルダーメンター制度を実施し、新規採用
職員一人ひとりの育成計画に沿った教育・研
修が行われている。教えることで「教える側」
にも気づきがあり、双方に効果が出ている。

　　�　第三者評価を受審しない年も利用者・家族満
足度調査の実施・分析・フィードバックをして
いる。

施設からのコメント
　�　受審のプロセスを通じて様々な振り返りがで

き、工夫が必要な点や更に改善が必要な点に気
づくことができた。全職員で共有・分析し、更
なるサービスの向上を図りたい。

生活介護事業所

はなわワークセンター（鹿角市）

評価の高い点
　　�　利用者が住み慣れた地域で暮らし続けるこ

とができるよう、法人全体で地域生活を支援
している。

改善が求められる点
　　�　今回が初めての受審であるため、次回に向け

事業所内で第三者評価への取組み方法を検討
し、結果を活かす仕組みづくりを期待したい。

　　�　支援に関わる情報や知識は、すべての職員
で共有し、実行につなげてほしい。

施設からのコメント
　�　事業所の取組みの振り返りと課題整理の機会

を得ることができた。業務に関わる情報や知識
を共有できる体制づくりの推進役を定めるとと
もに、職員のサポート体制の整備に取り組みた
い。

　

３
～
４
回
目
の
受
審
と
な
っ
た
施

設
・
事
業
所
が
多
く
、
長
期
的
に
改
善

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
き
た
様
子
が
見

え
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
、
取
組
み
の

成
果
が
表
れ
た
評
価
結
果
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

報
告
書
の
全
体
版
を
公
表
し
て
お
り

ま
す
。
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
→
施
設
の
情
報
→
福
祉
サ
ー
ビ

ス
第
三
者
評
価
）
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
と
め

　

第
三
者
評
価
に
関
す
る
資
料
や
見
積

り
を
無
料
で
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
受
審
に
向
け
て
の
ご
相
談
等
は

随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
左

記
ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

総
務
企
画
部　

企
画
情
報
担
当

　
　

  　
（
０
１
８
）
８
６
４
‐
２
７
４
０

　
　

  　
（
０
１
８
）
８
６
４
‐
２
７
０
２

　
　

  　

 hyoka@
akitakenshakyo.or.jp

Ｔ
Ｅ
Ｌ

Ｆ
Ａ
Ｘ

m
a

il

✓ ✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓
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ぎふ大会マスコット
「ミナモ」

あ
べ
十
全
氏
に
よ
る
「
元
気
に
と
し
ょ
る

十
ケ
条
の
実
践
」
の
講
話
（
令
和
元
年
度
）

・
元
気
に
と
し
ょ
る
十
ケ
条
の
実
践

・
心
豊
か
な
生
活
設
計

・
知
っ
て
得
す
る
福
祉
用
具

・
フ
レ
イ
ル
予
防

～
生
活
習
慣
を
見
直
そ
う
～

・
音
楽
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験　
　

な
ど

第
33
回
全
国
健
康
福
祉
祭

ぎ
ふ
大
会
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

～
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
岐
阜２０

２
０
～

令
和
２
年
度

  

秋
田
Ｌ
Ｌ
大
学
園
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

～
新
た
な
自
分
を
み
つ
け
よ
う
～

　
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
の
愛
称
で
親

し
ま
れ
て
い
る
「
全
国
健
康
福
祉
祭
」

は
、
60
歳
以
上
の
方
を
中
心
と
し
て
、

あ
ら
ゆ
る
世
代
の
人
た
ち
が
ス
ポ
ー

ツ
や
文
化
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
楽
し

み
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る

総
合
的
な
祭
典
で
す
。

【スポーツ交流大会】

　　卓球（8 名），テニス（８名），ソフトテニス（8 名），

　　ソフトボール（15 名），ゲートボール（８名），

　　ペタンク（4 名），ゴルフ（3 名），マラソン（6 名），

　　弓道（7 名），剣道（7 名）

【ふれあいスポーツ大会】

　　水泳（8 名），グラウンド ･ ゴルフ（6 名），

　　ラグビーフットボール（25 名），サッカー（19 名），

　　ソフトバレーボール（8 名），ウォークラリー（5 名），

　　太極拳（7 名），ダンススポーツ（8 名），

　　ディスクゴルフ（4 名），マレットゴルフ（4 名），

　　インディアカ（8 名），オリエンテーリング（3 名），

　　ターゲット・バードゴルフ（4 名），

　　バウンドテニス（8 名），

　　スポーツウエルネス吹矢（3 名），パドルテニス（8 名）

【文化交流大会】

　　囲碁（3 名），将棋（3 名），俳句（2 名），

　　健康マージャン（4 名），かるた（3 名），講演会（２名）

　

今
年
度
は
、「
清
流
に　

輝
け　

ひ

ろ
が
れ　

長
寿
の
輪
」
を
テ
ー
マ
に
、

10
月
31
日
か
ら
11
月
３
日
ま
で
の
４
日

間
、
岐
阜
県
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

パ
ド
ル
テ
ニ
ス
や
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル

ネ
ス
吹
矢
な
ど
の
新
種
目
も
加
わ
り
、

各
会
場
で
の
活
発
な
交
流
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

秋
田
県
の
参

加
予
定
競
技
と

募
集
人
数
は
左

の
と
お
り
で
す
。

　

概
ね
60
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
こ

れ
か
ら
の
高
齢
期
を
充
実
し
て
過
ご
す

た
め
の
入
門
講
座
と
し
て
、「
秋
田
Ｌ
Ｌ

（
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
）
大
学
園
」
を
開
催
し

ま
す
。

　

高
齢
者
の
社
会
活
動
参
加
の
促
進
や

心
身
の
健
康
保
持
を
目
的
と
し
て
、
生

き
が
い
・
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
、

地
域
福
祉
に
関
す
る
講
座
等
を
予
定
し

て
い
る
ほ
か
、
こ
れ
ら
の
分
野
の
専
門

家
の
講
話
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
の
会
場
と
募
集
人
員
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

　

秋
田
市
（
県
社
会
福
祉
会
館
50
名
）

　

能
代
市
（
中
央
公
民
館
30
名
）

　

湯
沢
市
（
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
30
名
）

　

開
催
期
間
は
６
月
か
ら
12
月
ま
で
で
、

受
講
料
（
資
料
代
等
）
は
全
７
回
分
で

３
，５
０
０
円（
１
回
に
つ
き
５
０
０
円
）

で
す
。

令
和
２
年
度
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
一
部
）

　
　
　
　

 

（
０
１
８
）
８
２
４
‐
２
８
８
８

　

詳
細
は
、
県
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
生
き

が
い
・
健
康
づ
く
り
」
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ

生
き
が
い
・
健
康
づ
く
り
担
当

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」、

「
秋
田
Ｌ
Ｌ
大
学
園
」
の
申
込
み
、問
合
せ
先

参加予定競技・募集人数

県社協から　のお知らせ
社会福祉あきた  No.355
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秋
田
県
高
齢
者
総
合
相
談・生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

 

☆
専
門
相
談
の
ご
案
内

（
６
月
～
９
月
）

　

各
分
野
の
専
門
家
に
よ
る
来
所
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
事
前
に

相
談
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

相
談
時
間　

13
時
～
16
時

相
談
料　

無
料

申
込
先　

０
１
８-

８
２
４-
４
１
６
５

●
法
律
相
談

　
　

６
月
９
日
／
６
月
23
日

　
　

７
月
14
日
／
７
月
28
日

　
　

８
月
４
日
／
８
月
18
日

　
　

９
月
１
日
／
９
月
15
日

　

遺
産
相
続
や
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
、
悪
徳

商
法
被
害
等
の
相
談
を
弁
護
士
が
担
当

●
人
生
相
談　

　
　

６
月
３
日
／
７
月
１
日
／

　
　

８
月
５
日
／
９
月
２
日

　

家
庭
問
題
、
人
間
関
係
、
生
き
が

い
に
つ
い
て
の
相
談
を
学
識
経
験
者

が
担
当

●
権
利
擁
護
相
談　

　
　

６
月
18
日
／
７
月
16
日
／

　
　

８
月
20
日
／
９
月
17
日

　

消
費
者
被
害
相
談
、
成
年
後
見
制

度
利
用
等
に
つ
い
て
専
門
家
が
担
当

 

☆
県
民
介
護
講
座
　
受
講
の
ご
案
内

　

次
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
予
約
制

で
そ
れ
ぞ
れ
の
定
員
は
30
名
で
す
。

開
催
時
間　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

受
講
料　

無
料

申
込
先　

０
１
８-

８
２
４-

２
７
７
７

①
フ
ァ
イ
ブ
コ
グ

６
月
24
日
（
水
）

現
在
の
認
知
機
能
の
状
態
や
、
脳
の

得
意
・
不
得
意
分
野
を
考
え
よ
う

②
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

７
月
29
日
（
水
）

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
を
目
指
し
て
サ
ポ
ー
タ
ー

に
な
ろ
う

③
脳
と
身
体
を
鍛
え
る
事
例
紹
介

８
月
26
日
（
水
）

脳
と
身
体
の
健
康
に
役
立
つ
地
域
の

取
組
を
紹
介
し
ま
す

④
口
腔
ケ
ア
と
フ
ッ
ト
ケ
ア

９
月
30
日
（
水
）

健
康
寿
命
に
関
係
す
る
口
腔
ケ
ア
と

フ
ッ
ト
ケ
ア
を
学
ぼ
う

⑤
手
元
調
理
と
柔
ら
か
煮

10
月
28
日
（
水
）

お
皿
の
上
で
の
調
理
、
ど
ん
な
食
材
で
も

食
べ
や
す
い
柔
ら
か
煮
を
体
験
し
よ
う

⑥
自
分
ら
し
さ
と
フ
ァ
イ
ブ
コ
グ

11
月
25
日
（
水
）

自
分
ら
し
さ
と
、
認
知
機
能
の
変
化

を
知
ろ
う

 

☆
一
般
相
談
の
ご
案
内

　

高
齢
者
や
そ
の
家
族
が
抱
え
る
悩

み
や
心
配
ご
と
な
ど
に
関
す
る
相
談

を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

相
談
時
間　

平
日
９
時
～
17
時

　

相
談
方
法　

来
所
、
電
話
、
手
紙
等

相
談
し
て
い
い
の
か
、
ど
う
や
っ
て
購
入

す
る
の
か
判
ら
な
い
と
い
う
方
が
多
い
の

が
現
状
で
す
。

　

在
宅
介
護
は
、
本
人
の
意
思
を
最
大

限
に
尊
重
す
る
こ
と
や
、
持
っ
て
い
る

力
を
引
き
出
す
こ
と
が
可
能
で
す
。
住

み
慣
れ
た
地
域
で
、
本
人
ら
し
い
生
活

を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
す

る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、様
々

な
サ
ー
ビ
ス
や
福
祉
用
具
を
利
用
す
る

こ
と
に
よ
り
家
族
の
負
担
を
軽
減
す
る

こ
と
が
、
在
宅
介
護
を
続
け
る
鍵
と
な

り
ま
す
。
ぜ
ひ
実
際
に
福
祉
用
具
を
見

て
、
触
れ
て
、
試
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

秋
田
県
高
齢
者
総
合
相
談
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

  　
（
０
１
８
）
８
２
４
‐
４
１
６
５

県社協から　のお知らせ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

 

☆
福
祉
用
具
展
示
・
福
祉
用
具
選
択

　 

コ
ー
ス
の
ご
案
内

　

福
祉
用
具
の
正
し
い
使
い
方
の
研
修

を
、
専
門
職
だ
け
で
な
く
一
般
の
方
も

対
象
に
随
時
開
催
し
て
い
ま
す
。
研
修

を
希
望
す
る
際
は
、
事
前
に
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
か
ら
福
祉
用
具
の
展
示

ス
ペ
ー
ス
を
拡
大
し
、「
ど
な
た
で
も
福

祉
用
具
を
見
て
、
触
れ
て
、
試
す
」
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
数
多
く
の
福
祉

用
具
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

加
齢
や
病
気
、
ケ
ガ
な
ど
に
よ
る
身
体

状
況
や
環
境
の
変
化
に
よ
り
助
け
が
必
要

に
な
っ
た
時
、
歩
行
器
や
車
い
す
、
介
護

ベ
ッ
ド
、
リ
フ
ト
な
ど
の
福
祉
用
具
は
、

自
分
の
力
を
引
き
出
し
て
く
れ
ま
す
。
最

適
な
福
祉
用
具
を
安
全
に
使
用
す
る
こ
と

で
、生
活
の
し
や
す
さ
は
随
分
と
変
わ
り
、

自
分
ら
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
い
ざ
必
要

に
な
る
と
、
福
祉
用
具
に
つ
い
て
ど
こ
に
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皆

様

の

善

意

「
良
縁
・
縁
結
び
」
と
し
て
「
愛
染
さ

ん
」の
愛
称
で
親
し
ま
れ
る「
愛
染
明
王
」

を
ご
本
尊
と
す
る
寺
院
・
神
社
が
全
国
各

地
に
あ
り
、
同
じ
由
来
の
「
愛
染
神
社
」

が
こ
こ
秋
田
市
上
新
城
道
川
に
も
あ
り
ま

す
。
地
名
も
愛
染
と
な
っ
て
お
り
、
そ
こ

か
ら
い
た
だ
い
た
法
人
名
「
愛
染
会
」、

そ
し
て
介
護
老
人
保
健
施
設
「
あ
い
ぜ
ん

苑
」
が
あ
り
ま
す
。

法
人
・
施
設
の
設
立
当
初
か
ら
、
地
域

密
着
を
標
榜
し
、
役
員
も
地
域
中
心
で
、

歴
代
理
事
長
も
道
川
町
内
会
長
が
務
め
て

き
ま
し
た
。

現
在
は
、
秋
田
市
内
に
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
や
通
所
介
護
事
業
所
、
通
所
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
所
、
居
宅
介
護
支

援
事
業
所
を
経
営
、
職
員
数
が
１
６
０
人

弱
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
介
護
相
談
か
ら
利
用
者
に
寄
り
添
う

ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
」
を
目
指
し
、
法

人
内
の
総
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
た

「
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
、
ト
ー
タ
ル
ケ

ア
」
の
実
現
に
向
け
て
、
地
域
に
根
差
し

た
事
業
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
法
人
・
施
設
の
特
徴
で
あ
る
地

域
密
着
の
一
つ
に
、
上
新
城
地
区
内
に
存

在
す
る
三
つ
の
社
会
福
祉
法
人
・
施
設
の

「
連
絡
協
議
会
」
を
平
成
26
年
度
に
組
織

し
、
地
区
の
行
事
と
の
連
携
、
協
働
、
地

域
貢
献
を
柱
に
、
地
域
と
と
も
に
歩
む
こ

と
を
主
眼
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ

の
実
践
が
基
盤
と
な
り
、
社
会
福
祉
法
人

に
求
め
ら
れ
て
い
る
地
域
公
益
活
動
に
つ

い
て
も
、
３
法
人
・
施
設
が
連
携
・
協
働

し
「
中
高
校
生
サ
マ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体

験
事
業
」
を
昨
年
度
初
め
て
実
施
し
ま
し

28 

中高校生サマーボランティア体験事業
～戸惑いながらも初めての配膳介助～

や
学
校
に
も
大
き
な
刺
激
を
も
た
ら
し
て

お
り
、
近
い
将
来
の
人
材
確
保
に
つ
な
が

る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。２

年
目
の
継
続
を
期
待
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
も
あ
り
、
今
年
度
の
事
業
を
取
り

止
め
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
こ
と
は
と
て
も

残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

来
年
度
は
ぜ
ひ
実
施
し
、
よ
り
多
く
の

中
高
生
か
ら
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
【
令
和
２
年
３
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
月
13
日
現
在
】

◎
ご
寄
附
◎

　

●
株
式
会
社
ジ
ャ
パ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
東
北　

様

　
　
　
　
　
　
　
　

３
５
０
，
０
０
０
円

　

●
株
式
会
社
男
鹿
水
族
館　

様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
６
，
６
３
０
円

　

●
匿　

名　

様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
，
０
０
０
円

◎
物
品
預
託
◎

　

●
株
式
会
社
ツ
ル
ハ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス　

様

　

●
ク
ラ
シ
エ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

株
式
会
社　

様

　

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
タ
イ
プ
車
椅
子　

15
台

　
　

⇨
秋
田
県
内
老
人
・
障
害
者
福
祉
施
設
へ

◎
災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業
へ
の
ご
寄
附
◎

　

●
匿　

名　
　

様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
，
３
４
０
円

　

●
Ｎ
Ｔ
Ｔ
マ
ッ
チ
ン
グ
ギ
フ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　

４
０
７
，
５
５
６
円

　

・
株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
サ
ー
ビ
ス

　
　

営
業
推
進
部　

Ｗ
ｅ
ｂ
・
サ
ポ
ー
ト
部
門

　
　

秋
田
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ　

様

　

・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
秋
田
社
会
貢
献
推
進
会
議　

様

　

・
株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
‐

　
　
　
　
　

東
北
秋
田
支
店　

様

　

・
株
式
会
社
エ
ヌ
・
テ
ィ
・
テ
ィ　

　
　

エ
ム
イ
ー
東
北
事
業
所　

秋
田

　
　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ　

様

　

・
株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
‐
南
関
東

　
　

ビ
ジ
ネ
ス
デ
リ
バ
リ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
部

　
　

東
北
エ
リ
ア
グ
ル
ー
プ　

営
業
支
援
・

　
　

Ｓ
Ｏ
支
援
セ
ン
タ
（
秋
田
）　

様

　
　
善
意
の
募
集
に
つ
い
て

　

県
民
の
皆
様
、
各
企
業
・
各
種
団
体
様

か
ら
の
社
会
福
祉
へ
の
ご
寄
附
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

た
。初

年
度
は
、

中
学
生
１
名
、

高
校
生
２
名
の

参
加
に
留
ま
り

ま
し
た
が
、
通

い
で
３
日
間
の

体
験
は
、
本
人

は
勿
論
、
家
族

社
会
福
祉
法
人　

愛
染
会

総
務
課
長　

加　

藤　
　
　

亮

『
地
域
密
着
、
地
域
と
と
も
に
歩
む
』

　
　

  　
（
０
１
８
）
８
６
４
‐
２
７
１
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
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い
て
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
の
貴
重
な
機

会
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
関
係
者
同

士
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
第
２
層
協

議
体
と
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
整

備
の
た
め
に
予
定
し
て
い
た
勉
強
会
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
た
め

中
断
し
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
情
勢
の

中
で
の
新
し
い
支
え
合
い
の
形
を
含
め

て
、
今
後
も
活
動
の
方
向
性
を
模
索
し
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
は
、
福
祉
と

い
う
範
囲
を
超
え
て
生
活
そ
の
も
の
を
支

え
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。
地
域
や
呼
び
名
、
担
当
部
署

は
違
っ
て
も
、
目
指
す
と
こ
ろ
が
一
緒
の

事
業
と
は
積
極
的
に
連
携
し
、
同
時
に
社

協
だ
か
ら
こ
そ
の
強
み
を
生
か
し
た
取
組

み
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

～「サロンのためのサロン」の様子～

会
議
協
祉
福
会
社
町
後
羽

秋
田
県
内
各
地
の
社
会
福
祉

協
議
会
か
ら
、最
新
の
情
報
を

お
届
け
し
ま
す
！

ま
い
の
協
社
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地
域
で
の「
生
活
」を

　
　
　
　
　
　
支
え
る
取
組
み

羽
後
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
地
域

共
生
社
会
の
実
現
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
高

齢
者
を
は
じ
め
と
し
た
支
援
を
要
す
る

方
々
の
地
域
で
の
暮
ら
し
を
支
え
る
事
業

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

幅
広
い
層
へ
の
支
援

ま
ず
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯
に
つ

い
て
、
平
成
21
年
か
ら
「
安
心
・
安
全
な

街
づ
く
り
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
事
業
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、ア
ウ
ト
リ
ー

チ
専
門
の
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
が
、
対
象
世

帯
を
原
則
週
１
回
訪
問
し
て
お
り
、
安
否

確
認
や
相
談
援
助
を
主
な
目
的
と
し
な
が

ら
、
軽
微
な
生
活
援
助
な
ど
も
行
っ
て
い

ま
す
。
定
期
的
な
巡
回
訪
問
の
効
果
と
し

て
、
対
象
世
帯
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
や

民
生
委
員
と
の
連
携
、
孤
立
の
解
消
も
挙

げ
ら
れ
、
震
災
や
台
風
な
ど
の
災
害
時
に

は
迅
速
な
安
否
確
認
に
も
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
地
域
で
支
援
を
必
要
と
し
て
い

る
の
は
高
齢
者
だ
け
で
は
な
い
と
の
考
え

か
ら
、
平
成
25
年
か
ら
実
施
し
た
第
三
期

羽
後
町
地
域
福
祉
活
動
計
画
に
よ
り
、
悩

み
を
抱
え
る
青
年
層
の
た
め
の
居
場
所
づ

く
り
の
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

開
設
当
初
は
、
ま
ず
居
場
所
に
参
加
し

て
も
ら
う
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
が
、
当

時
の
参
加
者
は
今
で
は
就
職
す
る
こ
と
が

で
き
、
月
１
回
の
居
場
所
で
も
運
営
に
不

可
欠
な
存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
活
動
を
通
し
て
の
課
題
と
し

て
中
長
期
的
に
寄
り
添
っ
た
支
援
が
必
要

と
感
じ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、昨
年
度
よ
り
、

近
隣
社
協
（
湯
沢
市
社
協
・
横
手
市
社
協
）

と
株
式
会
社
マ
ル
シ
メ
様
※
と
協
働
し
、

「
ラ
ッ
キ
ー
ク
エ
ス
ト
」
と
い
う
事
業
を

始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
社
会
参
加
に
不
安
を
抱
え

て
い
る
方
が
、
買
い
物
や
体
験
を
通
じ
て
社

会
と
つ
な
が
る
き
っ
か
け
と
な
り
、
ま
た
、

交
流
と
学
習
の
場
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

※�

県
南
地
区
で
「
ス
ー
パ
ー
モ
ー
ル
ラ
ッ
キ
ー
」
を

経
営
し
て
お
り
、
こ
の
事
業
の
実
施
場
所
を
提
供

し
て
い
る
。

支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り

こ
れ
ま
で
挙
げ
た
取
組
み
を
ベ
ー
ス

に
、
現
在
は
生
活
の
拠
点
で
あ
る
各
地
域

に
お
け
る
住
民
の
支
え
合
い
を
進
め
る
生

活
支
援
体
制
整
備
事
業
を
並
行
し
て
推
進

し
て
い
ま
す
。
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
中
心
に
、
新
規
サ
ロ
ン
の
立
ち
上

げ
や
、
既
存
活
動
の
多
様
化
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
が
、
気
を
付
け
て
い
る
こ

と
は
、
い
か
に
住
民
主
体
の
体
制
を
作
り

上
げ
る
か
で
す
。
側
面
か
ら
の
支
援
は
継

続
し
な
が
ら
も
、
地
域
の
現
状
を
基
に
、

「
ど
う
し
て
支
え
合
い
が
必
要
な
の
か
」、

「
支
え
合
い
が
い
か
に
心
身
に
好
影
響
を

与
え
る
か
」
を
一
緒
に
考
え
る
機
会
を
も

つ
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
に
は
、「
ヨ
コ
の
つ
な
が
り
が
欲

し
い
」
と
い
う
意
見
を
反
映
し
、
活
動
者

同
士
が
意
見
交
換
で
き
る
「
サ
ロ
ン
の
た

め
の
サ
ロ
ン
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
長
く

続
い
て
い
る
活
動
は
皆
、
自
分
た
ち
が
楽

し
ん
で
い
る
こ
と
が
根
底
に
あ
る
よ
う
に

感
じ
て
い
ま
す
。

連
携
し
、
支
え
る

ま
た
、
昨
年
度
は
さ
わ
や
か
福
祉
財
団

と
の
協
働
に
よ
り
「
助
け
合
い
の
地
域
づ

く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
う
ご
」
を
開
催
し
、

関
係
機
関
や
地
域
住
民
が
同
じ
方
向
を
向
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